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万
九
千
社

立
虫
神
社

ま
く
せ
の

や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

社

報
神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
八
四
号

令
和
五
年
春

［
発
行
］
三
月
吉
日

代
宮
家
（
錦
田
）

よ

こ

や

よ
う
や
く
日
差
し
も
春
め
い
て
、

境
内
に
は
梅
花
の
香
も
漂
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
万
物
の
生
命
が
芽
吹

く
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

神
社
で
は
今
月
末
に
生
き
と
し
生

け
る
も
の
、
そ
の
命
の
力
、
自
然
の

営
み
に
感
謝
し
、
秋
の
豊
か
な
実
り

を
お
祈
り
す
る
春
の
お
祭
り
を
奉
仕

し
ま
す
。

神
さ
ま
は
、

縁
あ
っ
て
神
立

千
家
に
暮
ら
す

全
て

の
人
々

を
「
氏
子
」
と
し
て
見
守
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ど
な
た
も
遠
慮
な
く

お
参
り
下
さ
い
。

今
季
の
祭

三
月
二
十
七
日

（
月
曜
日
）

一
、

勧
学
祭

か

ん

が

く

さ

い

●
午
後
一
時
三
〇
分

小
学
校
入
学
予
定
者

●
午
後
二
時
三
〇
分

中
学
校
卒
業
者

立
虫
神
社
に
て
齋
行

祝
！
小
学
校
御
入
学

中
学
校
御
卒
業

こ
の
春
、
晴
れ
て
小
学
校
入
学
と
中
学

校
卒
業
を
迎
え
た
子
供
達
が
、
氏
神
様
に

そ
ろ
っ
て
参
拝
し
ま
す
。

神
前
に
、
入
学
、

卒
業
の
時
を
迎
え
た

こ
と
を
奉
告
、
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
先
の

心
と
体
の
健
や
か
な

成
長
、
勉
学
の
成
就

を
お
祈
り
す
る
も
の
で
す
。

家
族
や
人
々
の
あ
ふ
れ
る
愛
情
を
受
け
、

育
っ
て
い
く
子
供
達
。

地
域
の
宝
、
未
来
を
担
う
彼
ら
彼
女
ら

の
健
や
か
な
歩
み
を
地
域
あ
げ
て
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
お
祭
り
に
は
、
氏
子
地
域
み
ん
な

で
、
子
供
達
の
成
長

を
支
え
て
い
こ
う
と

神
さ
ま
に
誓
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。

※
御
参
拝
の
方
は
、
祭
典
開
始
１
０
分

前
ま
で
に
拝
殿
へ
お
上
が
り
下
さ
い
。

制
服
、
ス
ー
ツ
な
ど
神
前
で
礼
を
失
さ

な
い
服
装
で
結
構
で
す
。

※
玉
串
料
は
お
一
人
五
千
円
よ
り
、

お
気
持
ち
で
奉
納
下
さ
い
。
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※
平
素
、
神
社
維
持
の
氏
子
負
担
金
を
未

納
の
御
家
庭
の
お
子
様
で
、
皆
と
一
緒
に
御

祈
願
・
参
列
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
三
月
二

十
一
日
（
春
分
の
日
）
夕
方
ま
で
に
社
務
所

【
電
話
】
０
８
５
３
（
７
２
）
９
４
１
２
ま
で

遠
慮
無
く
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、

祈
年
祭

き

ね

ん

さ

い

（

と

し

ご

ひ

の

ま

つ

り

）

午
後
四
時
よ
り
神
社
に
て
齋
行

春
祭
り
の
中
心
と
な
る
祭
典
で
す
。

宮
司
以
下
の
神
職
が
古
式
に
の
っ
と
り

厳
か
に
奉
仕
し
ま
す
。
御
神
前
に
た
く
さ

ん
の
お
供
え
物
を
し
て
大
神
さ
ま
を
お
も

て
な
し
し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
ま
す
。

祝
詞
で
は
今
年
一
年
が
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
稲
を
は
じ
め
五
穀
豊
穣
と

そ
の
豊
か
な
稔
り
に
支
え
ら
れ
た
工
業
商

業
な
ど
諸
産
業
の
繁
栄
、
人
々
の
幸
と
平

安
を
感
謝
し
つ
つ
御
祈
念
し
ま
す
。
当
日

は
氏
子
を
代
表
し
て
、
総
代
さ
ん
に
昇
殿

い
た
だ
き
、
心
を
込
め
て
玉
串
を
捧
げ
拝

礼
願
い
ま
す
。

※
氏
子
各
家
に
、

春
祭
の
お
神
札
、

御
洗
米
を
授
与

し
ま
す
。
当
番
の

方
は
、
午
前
八
時

か
ら
午
後
一
時

ま
で
に
お
参
り
下

さ
い
。

【

お
知
ら
せ

そ
の
一

】

万
九
千
社
立
虫
神
社

神
社
委
員
制
度
運
用
開
始
と

就
任
者
の
皆
様
に
つ
い
て

当
社
の
氏
子
一
体
と
な
っ
た
祭
祀
の
安

定
的
な
維
持
、
継
承
を
図
り
、
社
頭
と
地

域
社
会
の
安
寧
と
繁
栄
を
期
す
る
、
当
社

独
自
の
神
社
委
員
制
度
の
運
用
が
こ
の
春

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

神
社
委
員
は
、
宮
司
の
指
示
の
も
と
氏
子

総
代
を
補
佐
し
、
協
力
し
て
神
明
奉
仕
に
あ

た
る
重
要
な
お
役
目
で
す
。

か
ね
て
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
神
社
総
代

会
に
お
い
て
、
氏
子
に
し
て
崇
敬
の
念
と
徳

望
が
特
に
篤
い
方
を
選
考
、
推
挙
し
、
去
る

本
年
元
日
を
も
っ
て
、
宮
司
が
正
式
に
委
嘱

し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
五
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
三
カ
年
で
す
。

去
る
二
月
十
一
日
に
は
、
御
神
前
で

就
任
奉
告
祭
、
委
嘱
状
交
付
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

御
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
全
て
の
氏
子
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
奉
仕
し
て
参
り
ま
し

ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

〔
自
治
会
〕

〔
氏
名
〕
（
敬
称
略
）

神
立
一

柳
楽
真
一

神
立
二

青
木
政
史

神
立
三

遠
藤
和
徳

神
立
四

垣
田
勝
寿

神
立
五

青
木
一
孝

神
立N

T

影
山

朗

千
家
一

湯
原
一
幸

千
家
二

原

正
明

千
家
二

松
本
淳
二

千
家
三

濱
田
真
輔

千
家
四

坪
倉
幸
一
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【

お
知
ら
せ

そ
の
二

】

万
九
千
社
春
祭
奉
祝
祭

[

大
な
ほ
ら
ひ]

開
催
決
定
！

今
年
は
令
和
元
年
以
来
と
な
る
本
来
の
規

模
と
内
容
で
、
左
記
の
と
お
り
盛
大
に
行

う
予
定
で
す
。
お
っ
て
、
全
戸
配
布
チ
ラ

シ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

記

一
、
日

時

令
和
５
年
５
月
６
日
（
土
）

午
前
１
０
時
～

神
事

午
前
１
１
時
～

鏡
開
き

午
前
１
１
時
半
頃
よ
り
午
後
４
時
頃

出
雲
神
楽
奉
納

カ
ミ
ア
リ
ー
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

お
餅
、
お
菓
子
撒
き

ほ
か

二
、
出
店
予
定

・
出
雲
四
蔵
の
新
酒
振
舞
酒
・
販
売

・
出
雲
の
海
川
山
野
の
幸
、
そ
ば

・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

・
金
魚
す
く
い

な
ど

た
く
さ
ん
の
お
店
が
出
ま
す

《
あ
と
が
き
》
▼
疫
病
退
散
か
、
い
や
共
存
の
道

か
、
よ
う
や
く
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
▼
平
成

二
十
八
年
春
に
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
復
興
し
た
万

九
千
神
社
春
祭
り
「
大
な
ほ
ら
ひ
」
。
疫
病
感
染

予
防
の
た
め
、
令
和
二
年
か
ら
は
規
模
を
縮
小
し
、

「
小
な
ほ
ら
ひ
」
で
し
た
。
▼
今
年
は
四
年
ぶ
り

に
復
活
す
る
予
定
で
す
。
一
日
も
早
く
当
た
り
前

の
日
常
が
戻
り
、
多
く
の
参
拝
者
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
す
よ
う
天

神
地

祇
八
百
万
神
に
お
祈
り
し

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み
や

お

よ

ろ

ず
の
か
み

ま
す
。

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）

〔
〔
ご
案
内
〕
〕

令
和
五
年

万
九
千
さ
ん

鎮
守
の
モ
リ
連
続
講
座

(

続)

『
日
本
書
紀
』
と

出
雲
の
神
話
に
学
ぶ

受
講
生
募
集

【
主
催
】
出
雲
の
神
話
と
祭
り
に

学
ぶ
会

【
特
別
協
力
】

万
九
千
神
社

【
講
師
】
万
九
千
神
社
宮
司

錦

田

剛

志

（
県
神
社
庁
参
与
／
元
県
立
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
専
門
学
芸
員
）

身
近
に
あ
り
な
が
ら
、
知
っ
て
い

る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
神
社
の

謎
、
神
話
の
不
思
議
、
何
気
な
く
参

拝
し
て
い
る
お
宮
の
し
き
た
り
、
祭

り
の
意
味
な
ど
を
、
万
九
千
神
社
の

御
神
前
で
学
び
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
に
始
ま
り
ま
し
た

本
講
座
も
お
陰
さ
ま
で
今
年
は
九
年

目
。
令
和
五
年
は
下
記
の
年
間
予
定

で
す
。
ど
な
た
で
も
お
好
き
な
回
に

参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
受
講
登

録
の
申
込
み
（
先
着
五
〇
名
）
が
必

要
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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記

一
、
開
講
日
程
・
内
容

第
１
回

４
月
２
４
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
①

第
２
回

５
月
２
２
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
②

第
３
回

６
月
２
６
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
③

第
４
回

７
月
２
６
日
（
水
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
④

第
５
回

８
月
２
８
日
（
月
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
①

第
６
回

９
月
２
５
日
（
月
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
②

第
７
回

１
０
月
２
５
日
（
水
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
③

第
８
回

１
１
月
８
日
（
水
）

・
特
別
講
義

出
雲
地
方
の
神
在
祭

そ
の
神
話
と
祭
祀

第
９
回

１
２
月
１
８
日
（
月
）

・
特
別
講
義

迎
春
の
お
作
法

お
正
月
の
祭
事
と
信
仰

◎
各
回
と
も
開
催
時
間
は
、

午
後
７
時
～
同
８
時
３
０
分

※
神
社
の
都
合
や
講
師
の
事
情
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

二
、
会

場

万
九
千
社
立
虫
神
社

出
雲
市
斐
川
町
併
川
２
５
８

三
、
玉
串
料

各
回
、
正
式
参
拝
。

一
人
千
円
よ
り
奉
納
願
い
ま
す
。

四
、
教

材

『
日
本
書
紀

上
』

日
本
の
古
典
を
よ
む

２

(

小
学
館
発
行)

⇒

購
入
方
法
は
受
講
登
録
者
に
別
途

連
絡
予
定
。

五
、
受
講
登
録
申
込
み
方
法

次
の
主
催
者
へ
、E

メ
ー
ル
か

お
電
話
で
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

六
、【
申
込
み
先
】

<

主
催
者
幹
事>

三
成
圭
寿

［
Ｅ
メ
ー
ル
］

w
a
k
u
w
a
k
u
r
i
c
h
.
m
i
n
a
r
i
c
h
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

［
電
話
］

０
８
０
（３
０
５
２
）４
３
２
９


